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　2020 年東京オリンピックの開催を国民は楽しみにしている。オリンピックの開
催は，単なるスポーツの祭典としてだけでなく，スポーツにかかわる化学的素材や
栄養の進化を知る良き機会と考えると面白い。陸上アスリートが履くシューズの最
新素材，体操（鉄棒）競技や棒高跳びを支える力学材料，スキーやスノーボードの
ワックスの進化，水の抵抗を極力抑える水泳競技の水着の開発など幅広い分野で化
学が活躍している。また，スポーツに欠かせない栄養素の効果的な摂取の方法も
日々改良されてきている。本テーマでは，競技記録の躍進を支えている，素材や栄
養について平易に化学視点で解説をしていただく。

ヘッドラインテーマ：オリンピックを面白く躍進させた素材と化学

　現在は大学の教育資料館として使われているこの建物がある場所は奈良公園の南
東端にあたり，奈良時代は新薬師寺の境内だったそうです。明治以降は歩兵第 38
連隊があり，昭和 33 年に奈良教育大学のキャンパスとして使用され始めました。
もともとこの建物は 38 連隊当時の糧秣庫で，現在は資料館として昔の教科書や理
科の実験器具などが収蔵されています。この建物の向かい側には理科棟があり，理
科の教師を目指す学生が学んでいます。この理科棟からは教育資料館の向こう側に
若草山がよく見え，毎年 1月の山焼きでは炎が夜空を焦がす風景を背景に教育資料
館が浮かび上がります。

表紙の言葉　奈良教育大学教育資料館


